石川県産業成長戦略検討委員会　第１回繊維部会議事要旨
日　時：平成２５年８月９日（金）１０：００～１２：００
場　所：石川県庁行政庁舎　１１１０会議室
出席者：勝田省吾部会長、伊藤靖彦副部会長、石井銀二郎委員（矢木猛委員代理）、岡村敦実委員、中山賢一委員、宮本徹委員、山本一人委員
＜商品開発について＞
○最新設備を導入すれば、どこでもある程度の商品が作れる環境下において、石川産地の強みは、開発力であり、モノづくりの根幹である。ただ、まじめに、丁寧に、こだわりを持って作る中で、感性（デザイン）が活かせていない。また、産地を引っ張っていく出口（パートナー）との繋がりを含めた仕組み（連携）がポイント。
○合繊メーカーや商社、小売りへの提案には、機能性、快適性に加え感性に訴える商品が重要。山海の豊かな自然や日本を代表する伝統工芸など高い感性が備わる環境下にあり、高い技術力に加え、感性で差別化を図るべき。
○産地が作る商品のブランディングが重要。
○研究開発に加え、用途開発が重要。
＜販路開拓について＞
○一定の利益を上げていくにはある程度の量が必要であり、国内市場だけでは厳しく、グローバル化は避けられない。
○石川産地は主として衣料分野で利益を上げているのが現実であり、今後はいかにASEAN等の新興国の富裕層を取り込んでいくかが重要。
＜新分野への展開について＞
○高齢化に伴う新たな分野（＝メディカル）をどう取り込んでいくかが重要。新たな成長市場などへの環境変化に対する柔軟性（対応力）の有無が今後生き残っていけるかを左右する。
○医療、介護分野のマーケットは今後拡大する。医学界と繊維企業との情報交換の場があってもいいのではないか。医療現場へのニーズをモノづくりにフィードバックできる。
○非衣料については、どうやって世界に展開していくかがカギであるが、秘密保持の縛りがあり、横への広がり（コモディティ化）が難しい。
＜産学官等の連携について＞
○最新設備を導入すれば、どこでもある程度の商品が作れる環境下において、石川産地の強みは、開発力であり、モノづくりの根幹である。ただ、まじめに、丁寧に、こだわりを持って作る中で、感性（デザイン）が活かせていない。また、産地を引っ張っていく出口（パートナー）との繋がりを含めた仕組み（連携）がポイント。＜再掲＞
○死の谷（デスバレー）を乗り越えるべく、大学等が開発した基礎技術を商品化に結び付けることが重要であり、その方策として異業種連携が有効。
○ニッチな出口にどうフィットさせていくかなど出口を見据えた戦略、支援が必要。
○全国トップシェアを誇る合繊と金箔や友禅等の伝統産業とのコラボなど商品開発に活用できないか。
○いくらいいものであっても売れないこともある。よって、出口対策（どこが売っているのか、マーケットを支配する企業とチャネルを作ること）が最も重要。
＜人材の確保・育成について＞
○就業者の高齢化が速いテンポで進んでいくことが予想され、これにどう対応していくのかを検討すべき。
○就業者の高齢化については、考え方次第であり、繊維産業を「高齢になってもずっと働ける産業」として高齢者雇用を拡げていくことも考え方としてあっていいのではないか。
